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【発行】諫早図書館（℡：23-4946） 【協力】諫早図書館ティーンズスタッフ 

 

曲がったことは嫌いだけど、

いまいち壁を破れない残念女

子・白熊楓は弱小官庁、公正取引

委員会職員。東大トップ、留学帰

りの超エリート・小勝負勉がなぜ

か公取委を志望して白熊と同じ

チームに配属される。 

考えるより先に動いてしまう

白熊と、大分嫌味だけど言うこ

とは絶対正しい小勝負の白黒

バディが、競争を妨げ巨利を貪

る悪者相手に繰り広げるミステ

リー。 

 ７月 11日スタート。 

『パパとムスメの7日間』 五十嵐貴久／著 （幻冬舎） 

『競争の番人』 新川帆立／著 （講談社） 

『空白を満たしなさい』 平野啓一郎／著 （講談社） 

ティーンズスタッフ：加密列 

 

イマドキ女子高生・小梅と、 

冴えないサラリーマンのパパ。

ある日突然２人の人格が入れ

替わってしまったら？ 

ドキドキの青春あり、ハラハラ

の会社員人生あり。ハートウォー

ミングな家族愛を描いた笑いと

涙ありの一冊。 

７月 26日 地上波放送開始。 

世界各地で、死んだ人間がよ

みがえる「復生者」のニュースが

報じられていた。生き残った彼

らを、家族、職場は受け入れるの

か。土屋徹生36歳。3年前に自

殺したサラリーマン、復生者の一

人だ。 

自分は、なぜ死んだのか？自

らの死の理由を追い求める中

で、彼らは人が生きる意味、死ん

でいく意味を知る。私たちは、ひ

とりでは決してない。新たな死

生観を描いて感動を呼ぶ一冊。 

6月 25日スタート。 
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２０２２．夏号（２０２２．７．15 発行） 

ＯＷＬ ＮＥＷＳ 
 

～中高生むけ図書館だより～ 

Vol.  

ティーンズスタッフ：ヤッホー 
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『しゃばけ』 

畠中恵／著（新潮社）新潮文庫刊 

 
 江戸は大店の長崎屋、その一粒種の一太郎は、外出一

つままならぬほどの生来の病弱。しかし目を盗んで出か

けた夜に、人殺しを目撃してしまう！ 止まらぬ殺人事件

に、若だんなは家族同然の妖たちと解決に乗り出すこと

になり…。 

個性豊かな面々が、あれやこれやと難事件に出くわし

ていくしゃばけシリーズ。若だんなさえ無事ならお江戸

は安泰とめっぽう甘い手代たちに、長崎屋の離れに集う

ちょっとトボけた妖たち。それから神様に、風変わりな高

僧に…。おっと続きはご一読あれ。 

ワッハッハと大笑いし、ヨシっと膝を打ち、ホロリと涙

がこぼれる、軽妙かつ抱腹絶倒の人情推理帖。 

愉快で不思議な日常を、ちょいと覗いてみませんか？ 

 

(ティーンズスタッフ：葉下) 
  

わたしたちのおすすめ本 
 

『朝が来る』 

辻村深月／著（文藝春秋） 

 

 長く辛い不妊治療の末、特別養子縁組という手段を選んだ栗原

夫婦は男子を授かる。朝斗と名付けた我が子は、やがて幼稚園に

通うまでに成長し、平穏な日々を過ごしていた。 

 そんなある日、息子となった朝斗を「返してほしい」という 

電話が…。 

 自分達の子どもを産めなかった夫婦。中学生で妊娠し、断腸の

思いで子どもを手放すことになった母親。それぞれの葛藤、人生

を丹念に描いた一冊です。 

 

(ティーンズスタッフ：メソッドブルー) 
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『朝と夕の犯罪 』 

降田天／著 (ＫＡＤＯＫＡＷＡ ) 

  

 別々の人生を送り、10 年ぶりに再会したアサヒと

ユウヒの兄弟。二人はある目的のため狂言誘拐を実

行し、成功したと思われたが結果は思いもよらぬ方

向に進み…。 

 それから８年後、マンションの一室で衰弱した男

児、餓死したその妹が発見される。神奈川県警捜査一

課・烏丸靖子はこの痛々しい虐待事件の捜査のため、

彼らの母親の取り調べを行うが、彼女が以前誘拐事

件にかかわっていると判明し、状況は一変する。 

 全て繋がり真相がわかったとき鳥肌が立たずにい

られない。第１３回「このミステリーがすごい！」大

賞作家の作品。同じ狩野雷太シリーズの『偽りの春』

もおすすめです。 

 

(ティーンズスタッフ：メソッドレッド) 

『妖怪アパートの幽雅な日常』 

香月日輪／著（講談社） 

 

入居したアパートは、妖怪が出るアパートだった！ 

春から高校生の稲葉夕士。住むことになったアパートは、人間 

だけでなく妖怪、幽霊たちが大量に住み着く不思議なアパート。

住人（妖怪）は、みな陽気で、人生経験豊富な大人たち。 

 彼らとの関わりの中で、夕士は見聞を深め、考えを広げていく。

自分の人生について深く考えさせられ、読み終わった頃には自分

が一回り成長しているような気がする、そんな一冊です。 

 読めばきっと、あなたもこのアパートに住みたくなる！ 

 

(ティーンズスタッフ：箱庭) 

 


